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　「社会を明るくする運動」（法務省主唱）
とはすべての国民が、犯罪や非行の防止
と、罪を犯した人たちの更生について理
解を深め、それぞれの立場において力を
合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を
築こうとする全国的な運動です。
　周防大島町では、毎年７月を強調月間
として、保護司会・更生保護女性会の皆さ
んが、「郡内パレード」を実施し、「社明運
動」の趣旨の周知活動を展開しています。内閣総理大臣メッセージの伝達（大島庁舎）

橘 ケ ア プ ラ ザ

社会を明るくする運動

大 島 庁 舎

東和総合センター

久 賀 庁 舎
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初
日
に
は
椎
木
町
長
よ
り
、「
米

軍
岩
国
基
地
へ
の
空
母
艦
載
機
移
駐

後
の
航
空
機
騒
音
の
状
況
等
」「
大

島
大
橋
損
傷
事
故
に
関
す
る
対
応
」

「
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
」「
平

成
30
年
度
の
各
会
計
の
決
算
見
込

み
」
に
つ
い
て
、
４
件
の
行
政
報
告

が
あ
り
、
そ
の
後
に
各
議
案
の
説
明

と
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
平
成
30
年
度
一
般
会
計

の
ほ
か
、
簡
易
水
道
事
業
・
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
の
繰
越
額
に
か

か
る
報
告
と
損
害
賠
償
（
物
損
事
故
）

の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
専
決

処
分
の
報
告
が
あ
り
、
次
に
、
令
和

元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て
は
既
定
の
予
算
総
額

に
４
，０
３
５
万
６
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
４
４
億

２
，７
３
５
万
６
千
円
と
す
る
と
と

も
に
、
介
護
保
険
事
業
及
び
渡
船
事

業
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
補
正
予
算

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
（
条
例
の
一
部
改
正
２
件
）、

森
林
環
境
整
備
基
金
条
例
及
び
若
者

定
住
促
進
住
宅
条
例
の
制
定
、
町
衆

文
化
伝
承
の
館
条
例

等
の
一
部
改
正
、
橘

斎
場
設
備
改
修
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
、
合
計
15

議
案
が
上
程
さ
れ
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
専
決
処

分
さ
れ
た
条
例
の
一

部
改
正
及
び
工
事
請

負
契
約
の
締
結
を
討

論
・
採
決
。
委
員
会

付
託
と
な
っ
た
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
終
了

後
、所
管
の
常
任
委
員
会（
次
ペ
ー
ジ
）

に
お
い
て
慎
重
審
議
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

20
日
の
一
般
質
問
に
は
５
名
の
議

員
が
登
壇
し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

推
進
事
業
」「
語
学
留
学
へ
の
支
援
」

「
中
学
校
の
統
合
」「
防
災
安
全
対
策
」

「
入
札
執
行
」「
小
松
開
作
地
区
若
者

定
住
促
進
住
宅
」「
町
内
の
ゴ
ミ
対

策
」「
避
難
所
に
お
け
る
障
害
者
等

へ
の
配
慮
」「
就
学
援
助
制
度
」「
個

人
情
報
の
保
護
」「
米
軍
機
に
よ
る

騒
音
」
に
つ
い
て
、
多
く
の
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
21
日
に
は
、

各
常
任
委
員
長
か
ら
付
託

案
件
の
審
査
報
告
が
あ

り
、
各
会
計
の
補
正
予
算
、

条
例
の
制
定
及
び
一
部
改

正
に
つ
い
て
討
論
・
採
決
。

続
い
て
、
追
加
上
程
さ
れ

た
、
油
田
漁
港
情
本
浦
物

揚
場
機
能
保
全
工
事
及
び

浮
島
地
区
海
底
送
水
管
布

設
事
業
海
底
送
水
管
布
設

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

を
質
疑
・
討
論
・
採
決
。

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
新
た
な

過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見

書
（
国
土
の
過
半
を
占
め
、
豊
か
な
自

然
や
歴
史
と
文
化
を
有
す
る
過
疎
地
域

に
対
し
、
引
き
続
き
、
総
合
的
か
つ
積

極
的
な
支
援
を
充
実
強
化
し
、
住
民
の

暮
ら
し
を
支
え
て
い
く
政
策
を
確
立
・

推
進
す
る
こ
と
。）」
を
全
会
一
致
で

採
択
し
、
本
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た

す
べ
て
の
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可

決
の
う
え
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

●

橘
斎
場
設
備
改
修
工
事

契
約
金
額
：
１
億
４
，８
５
０
万
円

相 

手 

方
：
太
陽
築
炉
工
業
㈱

（
福
岡
市
）

●

油
田
漁
港
情
本
浦
物
揚
場

　
機
能
保
全
工
事

契
約
金
額
：

　
　

７
，１
８
７
万
８
，８
８
４
円

相 

手 

方
：
ユ
タ
カ
産
業
㈱

●

浮
島
地
区
海
底
送
水
管
布
設
事
業

　
海
底
送
水
管
布
設
工
事

契
約
金
額
：
３
億
６
，６
３
０
万
円

相 

手 

方
：
古
河
電
気
工
業
・

　
　
　
　

ユ
タ
カ
工
業
特
定
共
同

　
　
　
　

企
業
体

６
月
定
例
会
概
要

６
月
定
例
会
概
要

　

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
を
６
月
13
日
か
ら
21
日
ま
で
、
９
日
間

の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

小松開作地区若者定住促進住宅
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【
森
林
環
境
整
備
基
金
条
例
】

　

地
球
温
暖
化
防
止
や
災
害
防
止
等
を
図
る
た
め
、
森
林

環
境
税
と
森
林
環
境
譲
与
税
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

令
和
元
年
度
よ
り
譲
与
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
、
森
林
の
整
備
等
に
必
要
な
経
費
の
財
源
と
し
て
基
金

を
設
け
る
。

　

森
林
環
境
税
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
年
額
１
，
０
０
０

円
が
課
税
さ
れ
、森
林
環
境
譲
与
税
は
、間
伐
や
人
材
育
成
・

担
い
手
の
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
等
の
森

林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
る
。

問　

森
林
環
境
譲
与
税
を
使
っ
て
の
森
林
整
備
に
対
す
る
町
の
方
針
は
？

　

ま
た
、
町
内
の
林
業
従
事
者
数
と
私
有
林
の
面
積
は
？

答　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
山
口
県
東
部
森
林
組
合
の
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
、

方
針
を
た
て
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
は
、
町
内
の
林
業
従
事
者
は
６
人
、

私
有
林
人
工
林
の
面
積
は
１
，５
４
８
ha
で
あ
る
。

問　

森
林
環
境
譲
与
税
を
積
立
て
、
あ
る
程
度
の
額
を
確
保

し
た
後
に
事
業
を
開
始
す
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
時
期
は
い
つ
頃

の
予
定
か
？

答　

１
，３
０
０
万
円
程
度
を
積
立
て
、
課
税
が
始
ま
る
令
和

６
年
度
頃
の
事
業
開
始
を
見
込
ん
で
い
る
。
当
面
は
、
森
林
所

有
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

本
町
に
お
い
て
は
、
竹
林
の
伐
採
整
備
を
第
一
に
掲
げ

て
も
ら
い
た
い
。（
同
意
見
多
数
）

答　

現
在
の
と
こ
ろ
、
森
林
環
境
譲
与
税
で
の
実
施
が
可
能

か
ど
う
か
は
不
明
な
た
め
、
今
後
、
県
と
協
議
す
る
。

　
【
若
者
定
住
促
進
住
宅
条
例
】

　

現
在
、
小
松
開
作
地
区
に
建
設
中
の
町
営
住
宅
に
つ
い

て
、
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
必
要
事
項
を
定
め
る
も
の

で
あ
り
、名
称
は
明
新
住
宅（
オ
ー
ル
電
化
住
宅
４
戸
）で
あ
る
。

問　

入
居
資
格
要
件
を
限
定
し
す
ぎ
て
お
り
、
定
住
対
策

の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
胎
児
や
入
居
後
に
生
ま
れ
て
く

る
子
を
適
用
除
外
と
す
る
の
は
ど
う
な
の
か
？

答　

妊
婦
は
対
象
に
し
て
お
ら
ず
、
死
産
や
流
産
の
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
要
件
を
緩
和
し
す
ぎ
る
と
、

入
居
資
格
の
区
別
が
し
づ
ら
く
な
る
。

問　

学
校
教
育
法
で
い
う
と
こ
ろ
の
21
歳
に
規
定
し
た
理

由
は
何
か
？

　

大
学
に
進
学
す
れ
ば
家
計
の
負
担
は
大
き
く
な
る
し
、
扶
養
し
て
い
る
全
て

の
子
供
を
対
象
と
し
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
は
ど
う
か
？

　

年
齢
に
こ
だ
わ
ら
ず
間
口
を
広
げ
、
よ
り
良
い
定
住
促
進
住
宅
と
な
る
よ
う

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

答　

郡
内
で
の
進
学
を
考
え
、
大
島
商
船
高
専
と
看
護
学
校
を
対

象
に
21
歳
と
し
た
。
扶
養
し
て
い
る
期
間
に
す
る
な
ど
、
対
象
区

分
に
つ
い
て
は
考
え
る
余
地
は
あ
る
。

問　

条
例
の
趣
旨
に
は
賛
成
す
る
が
、
仕
事
で
町
外
か
ら
入
っ
て

く
る
人
が
本
町
に
居
住
で
き
、
お
互
い
に
恩
恵
の
あ
る
施
策
を
考

え
て
も
ら
い
た
い
。

　

こ
の
条
例
案
に
は
色
々
な
問
題
点
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
運

用
に
あ
た
っ
て
は
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
求
め
る
。

答　

議
員
各
位
の
ご
意
見
、
町
民
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
条
例
改
正
も
視
野
に
入
れ
、
よ
り
良
い
も
の
と

し
て
い
き
た
い
。

委員長　　久 保 雅 己

委員長　　平 野 和 生

総務文教常任委員会

建設環境常任委員会

【お問い合わせ】
農林課　☎ 0820–79–1002
財政課　☎ 0820–74–1006

【お問い合わせ】
生活衛生課　☎ 0820–79–1010



周防大島町議会広報　2019（令和元年）第 58 号 4

問　

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）は

町
内
の
全
小
学
校
を
回
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推

進
事
業
に
関
し
て
は
、
半
数
の
小
学

校
の
み
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
未
実

施
の
学
校
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
、
同
じ

よ
う
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
環
境
を

整
備
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
教

育
委
員
会
の
考
え
を
問
う
。

答　
英
語
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
事

業
の
未
実
施
校
に
つ
い
て
は
、
英
語

講
師
派
遣
事
業
と
し
て
、
各
学
期
１

回
程
度
、
英
語
講
師
に
よ
る
指
導
を

通
し
て
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す
る
教
育
環

境
を
整
え
て
い
る
。

問　

現
在
の
と
こ
ろ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
セ
ブ
島
へ
、
町
内
在
住
の
中
高
生

へ
の
留
学
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
総
務
文
教
常
任
委

員
会
な
ど
で
、
留
学
先
を
本
町
の
姉

妹
島
で
あ
る
カ
ウ
ア
イ
島
に
す
る
よ

う
何
度
も
要
望
し
て
き
た
が
、
そ
の

後
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答　
語
学
留
学
の
実
施
場
所
に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
６
月
、
ハ
ワ
イ
大
学

カ
ウ
ア
イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

（
Ｋ
Ｃ
Ｃ
）
に
お
い
て
、
語
学
留
学
生

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
ご
提
案
を
い

た
だ
い
た
。

　

ま
た
、先
月
、Ｋ
Ｃ
Ｃ
の
国
際
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
来
町
さ
れ
、

夏
休
み
期
間
の
短
期
語
学
留
学
生
の

受
け
入
れ
体
制
な
ど
に
つ
い
て
ご
説

明
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

カ
ウ
ア
イ
島
で
の
語
学
研
修
事
業

に
つ
い
て
は
、
常
任
委
員
会
で
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
大
き
な
課
題
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
が
、
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
レ
ッ
ス
ン
か
ら
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス

ン
へ
の
指
導
形
態
の
変
化
や
、
留
学

に
係
る
経
費
の
増
額
な
ど
、
多
く
の

課
題
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
姉
妹
島
で
あ
る

カ
ウ
ア
イ
島
へ
変
更
し
た
場
合
、
語

学
学
習
の
み
な
ら
ず
、
文
化
面
や
日

系
の
方
々
と
の
交
流
な
ど
が
加
わ
る

可
能
性
が
あ
り
、
セ
ブ
島
と
は
異
な

っ
た
新
た
な
魅
力
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
関
係
す
る
方
々
と
詳
細
な
協
議

を
進
め
、
実
現
に
向
け
た
調
整
を
図

る
予
定
と
し
て
い
る
。

問　

２
年
後
の
令
和
３
年
に
、
統
合

中
学
校
が
開
校
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
ま
ず
魅
力
化
検
討
委

員
会
が
立
ち
上
が
り
、
本
年
度
、
統

合
準
備
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
た
と

思
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー
構

成
、
話
し
合
い
の
内
容
、
開
催
頻
度

を
問
う
。

　

ま
た
、
現
在
の
小
学
校
５
・
６
年

生
、
そ
し
て
中
学
校
１
年
生
は
、
統

合
中
学
校
で
は
１
・
２
・
３
年
生
と
な

る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
、
高
校
受

験
を
控
え
る
３
年
生
達
へ
の
特
別
な

ケ
ア
や
フ
ォ
ロ
ー
は
何
か
考
え
て
い

る
の
か
。

答　
魅
力
化
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
意
見
を
拝

聴
し
た
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
者
や
起
業
家
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

教
員
代
表
の
学
校
関
係
者
や
地
域
連

携
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
有
識

者
で
構
成
し
て
い
る
。

　
「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
と
し
、
現
在
の
各
校
そ
れ
ぞ
れ

の
現
状
を
共
有
し
な
が
ら
２
回
の
協

議
を
行
っ
た
。

　

統
合
準
備
委
員
会
に
関
し
て
は
、

新
た
な
中
学
校
の
開
校
に
向
け
、
統

合
中
学
校
の
校
長
、
教
頭
、
関
係
主

任
教
諭
、
統
合
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
や
保
護
者
代
表
な
ど
で
構
成
さ

れ
、
学
校
の
名
称
、
校
章
、
校
歌
、

制
服
や
通
学
体
制
、
学
校
運
営
方
針

や
教
育
課
程
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を

検
討
し
て
お
り
、
本
年
度
は
７
回
の

開
催
を
想
定
し
て
い
る
。

　

統
合
時
に
お
け
る
生
徒
の
ケ
ア
に

つ
い
て
は
、
統
合
前
の
段
階
で
、
児

童
生
徒
が
互
い
の
こ
と
を
知
り
、
新

中
学
校
で
と
も
に
生
活
し
、
学
ん
で

い
く
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
の
行
事
や
授

業
等
で
、
交
流
で
き
る
場
面
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

新田健介議員

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
事
業

に
つ
い
て

語
学
留
学
支
援
事
業
に
つ
い
て

中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
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問　

昨
年
の
７
月
豪
雨
は
町
内
各
地

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
せ
た
。

　

東
安
下
庄
の
安
高
か
ら
立
岩
間
の

道
路
沿
い
で
は
、
倒
木
・
山
腹
崩
壊

の
災
害
が
２
箇
所
発
生
し
、
数
日
間

に
わ
た
っ
て
県
道
が
通
行
止
め
と
な

り
、
高
校
生
の
通
学
や
地
域
住
民
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

そ
の
災
害
が
発
生
し
た
要
因
の
一

つ
と
し
て
は
、豪
雨
で
地
盤
が
緩
み
、

大
き
く
成
長
し
過
ぎ
た
樹
木
が
自
重

を
支
え
ら
れ
な
く
な
り
崩
落
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
現
場
付
近
を
は
じ
め
、
町

内
の
主
要
道
路
沿
い
に
は
、
倒
木

の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
大

き
く
成
長
し
た
樹
木
が
数
多
く
存

在
し
て
い
る
。

　

町
民
の
命
を
守
る
た
め
、公
有
地
・

私
有
地
を
問
わ
ず
、
危
険
な
樹
木
を

調
査
し
、
た
だ
ち
に
伐
採
す
べ
き
と

考
え
る
が
、「
一
人
の
犠
牲
者
も
出

さ
な
い
」
覚
悟
で
、
防
災
・
減
災
対

策
に
関
す
る
施
策
を
積
極
的
に
推
進

す
る
周
防
大
島
町
と
し
て
の
見
解
を

問
う
。

答　

現
在
、
町
内
に
は
、
８
７
２
路

線
、
総
延
長
４
７
３
㎞
の
町
道
が
あ

り
、
道
路
敷
内
の
危
険
樹
木
に
つ
い

て
は
、
適
正
に
管
理
を
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
主
要

道
路
に
お
い
て
通
行
の
支
障
と
な
る

樹
木
に
つ
い
て
は
、
道
路
維
持
の
予

算
の
中
で
、
計
画
的
に
伐
採
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
道
路
法
面
の
防
災
対
策
に

つ
い
て
は
、平
成
27
年
度
、平
成
28
年

度
に
、
道
路
法
面
点
検
業
務
委
託
に

よ
り
、危
険
箇
所
の
把
握
に
努
め
た
。

　

私
有
地
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
地

権
者
の
方
に
適
切
に
管
理
を
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
第
一
と
考
え

て
お
り
、
地
権
者
の
方
に
も
防

災
対
策
に
関
し
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
。

　

国
道
・
県
道
の
適
切
な
管
理

に
つ
い
て
は
、
な
お
一
層
尽
力

い
た
だ
く
よ
う
、
町
か
ら
県
に

対
し
、
強
く
要
望
し
て
い
く
。

問　

道
路
法
面
点
検
の
結
果
及

び
そ
の
対
処
は
？

答　
総
点
検
３
５
４
ヶ
所
の

内
、点
検
不
要
16
ヶ
所
、要
経
過

観
察
２
８
０
ヶ
所
、
要
点
検
59

ヶ
所
で
あ
る
。

　

平
成
30
年
度
ま
で
に
、
要
点

検
59
ヶ
所
の
内
、
15
ヶ
所
の
法

面
補
修
が
実
施
済
で
あ
り
、
今

年
度
以
降
も
引
き
続
き
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

問　

災
害
や
断
水
が
発
生
し
た
際
の

応
急
措
置
並
び
に
復
旧
復
興
に
関
す

る
事
業
に
要
す
る
経
費
、
ま
た
、
被

災
者
へ
の
見
舞
金
に
充
て
る
た
め
、

災
害
対
策
基
金
を
設
置
し
て
お
く
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
見
解

を
問
う
。

答　
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
災

害
基
金
や
各
種
支
援
策
で
対
応
し
て

い
く
。

　

必
要
性
は
十
分
理
解
で
き
る
が
財

源
確
保
の
問
題
な
ど
が
あ
り
現
時
点

で
は
困
難
で
あ
る
。

提
案　

周
防
大
島
町
空
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
で
は
、
特
定
空

家
等
の
敷
地
内
の
立
木
竹
の
伐
採
に

つ
い
て
は
、
町
長
が
助
言
ま
た
は
指

導
、
勧
告
、
命
令
、
公
表
、
警
察
そ

の
他
の
機
関
に
協
力
要
請
で
き
る
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
条
例
を
道

路
沿
い
に
あ
る
危
険
な
樹
木
に
も
適

用
で
き
る
よ
う
整
備
す
る
の
も
一
つ

の
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。

吉村　忍議員

災
害
対
策
基
金
の

設
置
に
つ
い
て

主
要
道
路
沿
い
に
お
け
る

倒
木
・
山
腹
崩
壊
に
つ
い
て

▲  昨年の７月豪雨による倒木・山腹崩壊
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問　

平
成
30
年
度
に
行
わ
れ
た
日
良

居
漁
港
土
居
防
波
堤
機
能
保
全
工
事

に
関
す
る
見
積
書
に
つ
い
て
、
こ
れ

ら
の
作
成
元
で
あ
る
日
本
防
蝕
工
業

㈱
中
国
支
店
及
び
㈱
ナ
カ
ボ
ー
テ
ッ

ク
中
国
支
店
は
、
当
該
工
事
の
入
札

執
行
に
あ
た
り
、
一
部
の
業
者
に
対

し
、
町
に
提
出
し
た
見
積
書
の
金
額

を
改
ざ
ん
し
た
見
積
書
を
町
内
の
数

業
者
に
渡
し
た
こ
と
は
問
題
の
あ
る

行
為
で
あ
る
。

　

両
社
が
自
社
の
意
思
で
行
っ
た
も

の
か
、
他
の
圧
力
に
よ
っ
て
行
っ
た

こ
と
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
本
町

の
公
平
な
入
札
執
行
を
妨
げ
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。

　

公
正
取
引
委
員
会
に
報
告
・
相
談

す
る
か
、
告
発
す
べ
き
事
件
と
考
え

る
。
町
の
考
え
を
問
う
。

　

ま
た
、こ
の
件
に
関
し
、
今
年
２

月
に
事
実
関
係
の
調
査
と
対
応
、

そ
し
て
、
今
後
に
お
い
て
の
再
発

防
止
策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
た
が
、

現
状
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ

て
い
る
の
か
。

答　

本
町
で
は
、
設
計
積
算
の
た
め

に
専
門
業
者
で
あ
る
複
数
社
か
ら
資

材
の
見
積
書
を
徴
収
し
、
実
勢
価
格

を
調
べ
た
う
え
で
、
そ
の
単
価
を
採

用
し
て
い
る
。

　

入
札
参
加
者
は
設
計
図
書
を
参
考

に
、
県
内
外
の
商
社
等
に
対
し
て
見

積
書
の
作
成
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
町
で
は
発
注
者
が
ど
こ

の
業
者
か
ら
見
積
書
を
徴
収
し
た
の

か
は
公
表
し
て
い
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
事
案
は
入

札
参
加
者
と
見
積
業
者
と
の
や
り
取

り
の
問
題
で
あ
り
、
当
事
者
間
で
解

決
す
べ
き
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

　

再
発
防
止
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

ご
承
知
の
と
お
り
、
近
年
、
設
計
の

違
算
が
多
い
こ
と
か
ら
、
積
算
担
当

者
の
事
務
軽
減
、
今
回
の
事
案
を
含

め
た
う
え
で
総
合
的
に
考
え
た
結

果
、
今
年
度
か
ら
見
積
単
価
を
公
表

す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
導
入
後
に
山
口

県
土
木
建
設
業
協
会
大
島
支
部
か

ら
、
見
積
単
価
の
開
示
は
競
争
性

が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
山

口
県
の
取
り
扱
い
に
準
じ
て
非
開

示
と
す
る
よ
う
要
望
が
あ
っ
た
た

め
、
忸じ
く
じ怩
た
る
思
い
で
は
あ
っ
た

が
、
５
月
10
日
以
降
に
つ
い
て
は

非
開
示
と
し
た
。

問　

２
月
に
調
査
要
望
し
た
回
答
で

は
、
２
業
者
が
数
量
を
変
え
る
な
ど

の
見
積
書
を
送
付
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

入
札
の
執
行
者
と
し
て
再
発
防
止
策

は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

答　

見
積
書
を
作
成
し
た
業
者
が
、

町
内
の
入
札
参
加
業
者
へ
情
報
を
流

す
こ
と
は
、
ル
ー
ル
違
反
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

指
摘
の
あ
っ
た
業
者
か
ら
は
、
今

後
は
見
積
書
を
徴
収
し
な
い
方
向
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

見
積
書
を
作
成
し
た
業
者
が
入
札

参
加
者
へ
情
報
を
流
す
こ
と
が
ル
ー

ル
違
反
で
あ
る
な
ら
ば
、
情
報
が
漏

れ
な
い
よ
う
厳
し
く
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
そ
し
て
、
監
査
委
員
さ
ん
に

も
注
視
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
町

の
監
視
態
勢
を
強
化
し
、
本
来
の
競

争
入
札
が
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
努

め
た
い
。

小田貞利議員

入
札
執
行
に
つ
い
て

⬅

⬅

▲ 日良居漁港土居防波堤
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問　

地
盤
の
液
状
化
の
安
全
率
に
つ

い
て
の
質
疑
に
対
し
、「
液
状
化
の

検
討
は
し
て
い
な
い
」
と
い
う
の
が

従
来
の
答
弁
で
あ
る
が
、
改
め
て
、

こ
の
住
宅
の
液
状
化
に
対
す
る
安
全

性
に
つ
い
て
、
技
術
的
根
拠
に
よ
る

答
弁
を
求
め
る
。

答　

土
地
造
成
時
に
お
け
る
地
質

調
査
に
お
い
て
自
沈
層
が
確
認
さ

れ
た
た
め
、
そ
の
対
策
と
し
て
地

盤
を
良
質
土
で
置
き
換
え
、
締
め

固
め
た
上
で
「
べ
た
基
礎
」
を
採

用
し
て
お
り
、
建
物
の
基
礎
構
造

の
強
度
は
確
保
さ
れ
、
液
状
化
や

地
盤
の
変
形
・
沈
下
は
抑
制
で
き

る
と
判
断
し
た
た
め
、
そ
の
後
の

検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
現

実
に
即
し
た
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
ル
ー

ル
を
見
直
し
、
ゴ
ミ
の
収
集
体
制
を

根
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
や
漂
着
ゴ
ミ
の

問
題
な
ど
、
遠
目
に
見
て
美
し
い
島

で
も
、
足
を
踏
み
入
れ
る
と
ゴ
ミ
だ

ら
け
と
い
う
の
で
は
、
自
然
環
境
を

生
か
し
た
観
光
交
流
も
本
物
に
は
な

ら
ず
、
ゴ
ミ
の
問
題
に
も
本
腰
を
入

れ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
全
体
の
ゴ
ミ
の

問
題
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
ど
の
よ

う
な
対
策
方
針
を
持
っ
て
い
る
の
か

を
尋
ね
る
。

　

い
ず
れ
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
も
耐

用
年
数
を
迎
え
る
の
で
、
堆
肥
化
や

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル（
熱
の
再
利
用
）

な
ど
の
ゴ
ミ
処
理
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
収
集
運
搬
ル
ー
ト
の
整
備
な
ど

も
含
め
、
町
全
体
と
し
て
広
い
観
点

か
ら
検
討
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

本
町
で
は
、
循
環
型
社
会
の
創

造
を
展
開
す
る
た
め
、
ゴ
ミ
の
減
量

化
や
資
源
化
を
進
め
て
お
り
、
具
体

的
な
取
り
組
み
の
一
例
と
し
て
、
生

活
ゴ
ミ
の
収
集
運
搬
は
現
在
の
分
別

区
分
を
継
続
し
、
関
係
機
関
と
連
携

し
た
不
法
投
棄
防
止
対
策
及
び
海
岸

へ
の
漂
着
ゴ
ミ
の
適
正
処
理
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
質
問
に
あ
る
よ

う
な
課
題
に
つ
い
て
も
全
体
的
な
問

題
と
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え

て
い
る
。

問　

防
災
対
策
、
特
に
障
害
者
等
、

支
援
・
配
慮
が
必
要
な
方
へ
の
対
策

を
中
心
に
し
て
、
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
中
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
規
定
さ
れ
、
実
際
に
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
、
避
難
時
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
の

か
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　

必
要
な
支
援
の
仕
方
も
多
様
だ

が
、
ま
ず
は
障
害
者
の
方
が
孤
立
し

な
い
よ
う
ど
の
よ
う
に
準
備
し
て
い

る
の
か
答
弁
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
避
難
所
運
営
に
民
間
の
力

も
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が

考
え
ら
れ
る
中
、
支
援
を
必
要
と
す

る
方
に
つ
い
て
、
避
難
所
内
で
情
報

共
有
す
る
た
め
の
、
障
害
種
別
ご
と

の
対
応
策
を
規
定
し
た
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、
障
害
者
等
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
早
急
に
整
備
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

災
害
時
に
保
健
師
等
が
避
難
所

の
巡
回
を
行
い
、
避
難
が
長
期
化
す

る
場
合
な
ど
は
、
福
祉
避
難
所
へ
の

移
動
や
施
設
入
所
等
な
ど
に
つ
い

て
、
災
害
対
策
本
部
と
連
携
し
て
避

難
所
運
営
を
図
り
た
い
。

　

質
問
に
あ
っ
た
具
体
的
な
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
早
期
策
定
が

で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

田中豊文議員

小
松
開
作
地
区
若
者

定
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て

避
難
所
に
お
け
る
障
害
者
等

へ
の
配
慮
に
つ
い
て

町
内
の
ゴ
ミ
対
策
に
つ
い
て
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問　

２
年
前
に
入
学
準
備
金
を
実
際

の
準
備
に
間
に
合
う
よ
う
早
く
支
給

す
る
こ
と
を
お
願
い
し
、
３
月
に
支

給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
な
る

拡
充
策
と
し
て
、進
級
す
る
際
に
も
、

保
護
者
全
員
に
わ
か
り
や
す
い
説
明

文
書
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
そ
の
内
容
も
理
解

し
や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
工
夫
を

お
願
い
し
た
い
。

答　

今
年
度
か
ら
、
小･

中
学
校
の

進
級
対
象
者
を
含
め
た
全
保
護
者
へ

の
配
布
を
行
う
と
と
も
に
、
文
書
も

一
層
わ
か
り
や
す
く
す
る
よ
う
心
が

け
る
。

問　

現
在
、
本
町
で
は
自
衛
官
の
募

集
に
関
し
て
、
18
歳
ま
た
は
22
歳
の

青
年
の
個
人
名
簿
を
紙
媒
体
で
渡
し

て
い
る
。
こ
れ
は
自
衛
隊
法
施
行
令

120
条
に
基
づ
い
た
も
の
だ
が
、
強
制

で
は
な
い
。
個
人
情
報
を
守
る
義
務

と
責
任
が
あ
る
町
と
し
て
、
自
衛
隊

に
個
人
情
報
を
渡
す
こ
と
は
や
め
る

べ
き
だ
。

答　
（
個
人
情
報
を
）
提
供
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
防
衛
大
臣
か
ら
の
通
知
に
基

づ
き
提
出
し
て
い
る
。
個
人
情
報
の

管
理
は
防
衛
省
が
厳
正
に
し
て
い
る

と
の
判
断
か
ら
紙
媒
体
で
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

問　

全
国
的
に
は
、
提
供
し
て
い
る

市
町
村
は
36
％
に
と
ど
ま
り
、
多
く

の
自
治
体
は
提
供
し
て
い
な
い
。
今

後
も
提
供
し
て
い
く
の
か
。

答　

今
後
も
提
供
を
行
う
が
、
自
衛

官
募
集
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や

県
内
市
町
の
状
況
に
よ
り
適
切
に
対

応
し
た
い
。

問　

空
母
艦
載
機
が
岩
国
に
移
駐
し

て
１
年
経
つ
が
、
騒
音
は
明
ら
か
に

ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
。
艦
載
機
が
来

る
前
の
２
０
１
７
年
度
と
18
年
度
を

比
べ
る
と
三
蒲
、
久
賀
、
浮
島
の
Ｗ

値
が
増
え
て
い
る
。
三
蒲
で
は
、
70

Ｗ
を
超
え
る
月
は
１
ヵ
月
だ
っ
た

が
、
移
駐
後
は
３
ヵ
月
に
増
え
て
い

る
。
苦
情
件
数
は
昨
年
の
最
高
は
５

月
の
28
件
だ
っ
た
が
、
今
年
の
４
月

は
44
件
に
増
え
て
い
る
。

答　

町
民
の
安
心･

安
全
を
確
保

し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
責
務

が
あ
り
、
移
駐
後
に
騒
音
が
拡
大
し

て
い
る
地
域
が
あ
る
こ
と
に
対
し
大

き
な
懸
念
を
も
っ
て
い
る
。
今
後
も

国
や
米
軍
側
に
対
し
、
騒
音
の
軽
減

策
な
ど
を
、
県
や
関
係
市
町
と
連
携

し
て
求
め
て
い
く
。

問　

行
政
報
告
で
は
５
月
８
日
に
国

を
通
じ
て
米
軍
に
要
請
し
た
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
中
身
は
、
こ
れ
ま
で

何
度
も
要
請
し
た
内
容
ば
か
り
で
あ

る
。
騒
音
被
害
は
拡
大
し
て
い
る
の

に
、
同
じ
要
請
で
は
効
果
は
な
い
の

で
は
な
い
か
。
着
艦
訓
練
で
は
な
く

て
も
、
こ
う
し
た
激
し
い
騒
音
を
伴

う
訓
練
は
、
軽
減
で
は
な
く
、
中
止

を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

集
中
的
な
飛
行
訓
練
に
つ
い
て

は
、
岩
国
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
基

地
に
も
分
散
す
る
よ
う
要
望
し
て
い

る
。

問　

昨
年
７
月
に
全
国
知
事
会
が
日

米
地
位
協
定
の
改
善
に
つ
い
て
『
提

言
』
を
し
て
い
る
。
仮
に
こ
れ
が
実

現
す
れ
ば
、
騒
音
に
つ
い
て
も
改
善

す
る
と
思
わ
れ
る
が
町
長
は
ど
う
考

え
る
か
。

答　

効
果
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

砂田雅一議員

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を
求
め
る

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て

米
軍
機
に
よ
る
騒
音
に
つ
い
て

W 値（ダブルち）とは
　国際民間航空機関によって定義付け
られている単位です。発生する騒音の
大きさ、騒音が発せられる頻度、騒音
の継続時間及び騒音の発生する時間
帯に応じた重み付けなどを加味して
数値化されます。
　米軍機の騒音は、このW値やエル
デン（Lden）という単位で表されてお
り、「うるささ指数」ともいわれます。
　住宅地では70W、住宅地以外の場
所では75Wを超えると環境基準を超
える騒音レベルとみなされ、75W以
上の区域が国の民家防音工事の助成対
象とされています。
　周防大島町では、昨年の４月16日に
三蒲で81.6W、５月８日に大島（大島
中の測定器）で84.9W、三蒲では83.8W
を記録しました。

FA-18スーパーホーネット戦闘攻撃機
５月８日撮影：岩国基地（背景は周防大島）
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６
月
定
例
議
会
後
に
開
催
さ
れ
た

全
員
協
議
会
で
、
３
月
に
開
催
さ
れ

た
全
員
協
議
会
で
の
説
明
を
補
足
す

る
病
院
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
、
よ

り
詳
細
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も

と
づ
い
た
経
営
改
革
計
画
に
つ
い
て

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
は
、
４
月
下
旬
に
病
院

事
業
局
の
各
施
設
で
開
催
さ
れ
た
説

明
会
に
お
け
る
質
問
や
、
今
後
、
ど

の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
住
民
や

医
師
会
、
病
院
事
業
局
内
部
で
の
調

整
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
、
病
院
事
業
局
か
ら
報
告
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
の
説
明
で
は
、
現
在
の
病
院

事
業
局
の
医
療
提
供
体
制
の
ま
ま
で
、

人
口
減
少
に
伴
う
患
者
数
の
減
少
が

続
い
た
場
合
に
は
、
約
５
年
で
施
設

整
備
基
金
が
枯
渇
し
て
し
ま
う
と
い

う
説
明
で
し
た
が
、
こ
の
度
の
説
明

で
は
、
現
在
の
人
口
１
６
，
５
６
１

人
か
ら
２
０
３
０
年
の
改
編
計
画
最

終
年
度
に
は
１
１
，
４
０
０
人
ま
で

減
少
す
る
推
計
の
中
で
、
医
療
需
要

が
25
％
、
介
護
需
要
が
13
％
少
な
く

な
る
と
の
予
測
を
加
味
し
た
経
営
環

境
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
す
る
再

編
計
画
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

医
療
提
供
体
制
の
規
模
を
縮
小
す

る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な
運
営
が

で
き
る
よ
う
病
院
ご
と
の
機
能
分
化

と
集
中
を
行
う
こ
と
で
、
基
金
は
枯

渇
す
る
こ
と
な
く
、
町
民
へ
の
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
確
保
で
き
る
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

現
時
点
で
の
判
断
と
し
て
病
院
事

業
の
改
編
に
つ
い
て
は
、
医
療
に
対

す
る
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
や
医

療
制
度
や
介
護
保
険
制
度
の
改
正
が

大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず

は
５
年
程
度
を
目
標
に
し
た
短
期
の

改
編
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
、
大
き

な
改
編
の
目
標
と
し
て
と
ら
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
を
前
置
い
た
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
の
提
案
は
、
短
期

的
な
部
分
で
、
大
島
病
院
は
現
在
の

医
療
提
供
体
制
を
ベ
ー
ス
に
し
、
そ

の
機
能
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
収
益

の
増
加
を
狙
う
。

　

東
和
病
院
に
つ
い
て
、
短
期
的
に

は
地
域
一
般
病
床
と
一
部
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
と
な
っ
て
い
る
が
、
慢
性

期
の
患
者
さ
ん
が
多
く
入
院
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
１
年
度
に
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
を
増
や
し
、
一
般

病
床
を
療
養
病
床
に
転
換
す
る
と
と

も
に
99
床
に
縮
小
を
図
る
。
長
期
的

に
は
療
養
病
床
へ
の
入
院
し
て
い
る

慢
性
期
医
療
の
患
者
に
対
す
る
介
護

施
設
系
サ
ー
ビ
ス
に
分
類
さ
れ
る
介

護
医
療
院
に
転
換
す
る
こ
と
も
検
討

す
る
。

　

橘
病
院
は
、
短
期
的
に
慢
性
期

医
療
の
患
者
さ
ん
が
多
い
の
で
、

２
０
２
１
年
度
に
有
床
診
療
所
、
長

期
的
に
は
無
床
診
療
所
に
転
換
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
。

　

さ
ざ
な
み
苑
は
長
期
的
な
改
編
と

し
て
、
老
人
保
健
施
設
80
床
体
制
を

介
護
医
療
院
に
転
換
す
る
こ
と
に
つ

い
て
検
討
。
や
す
ら
ぎ
苑
に
つ
い
て

は
２
０
２
１
年
度
の
廃
止
を
検
討
す

る
。

　

看
護
学
校
等
に
つ
い
て
は
現
状
維

持
と
す
る
が
、
検
診
事
業
に
つ
い
て

は
廃
止
を
検
討
す
る
。

　

病
院
事
業
改
革
等
特
別
委
員
会
で

は
、
今
後
も
引
き
続
い
て
病
院
事
業

の
改
編
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
を

重
ね
、
早
期
に
住
民
説
明
会
が
開
催

可
能
と
な
る
よ
う
、町
、病
院
事
業
局
、

議
会
と
で
基
本
的
方
針
の
取
り
ま
と

め
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

病
院
事
業
改
革
に
つ
い
て

病
院
事
業
改
革
等
特
別
委
員
会
　
委
員
長
　
　
新

山

玄

雄
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　６月 18 日深夜、震度６強の大地震が新潟地方で発生。
　本町ではこの日、防災無線で全国瞬時警報システム（Ｊアラート）

の防災訓練が行われた、まさにその日の夜の出来事でした。
　このように突然発生する災害は決して他人事ではありません。
私たちは常に災害と背中合わせなのです。
　「避難する」とは、あなたの住環境では、具体的にはどのように行動することでしょうか？
災害の種類・状況によって、臨機応変な行動が必要です。地域での防災訓練等を通して避難路、
危険場所の確認、非常用袋の中身の点検等、今出来ることは知識ばかりでなく、どうか速やか
に実行に移して有事に備えていただくことを希求いたします。
　自分の命は自分で守り、また自分に余裕が持てないと判断も誤り、周囲への気配りも困難と
なります。
　この度は「警戒レベル」で避難のタイミングをお伝えします。

　６月４日に安下庄小中学校合同避難訓練
が行われました。
　授業中に南海トラフ巨大地震の津波が発
生したと想定し、安下庄中学校前で合流し、
中学生が低学年の児童を誘導し、一時避難
場所となる高台へ避難しました。
　誰一人として私語をすることなく、真剣
に取り組んでいました。

防災チェック・ワンポイント
いつ、どこに、どうやって避難したらいいの？

防災対策特別委員会防災対策特別委員会

警戒レベル　　で全員避難 !!４

警戒レベル
１

心構えを
高める

（気象庁が発表）

避難行動の
確認

（気象庁が発表）

避難に時間を
要する人は避難
（市町村が発令）

安全な場所へ
避難

（市町村が発令）

警戒レベル
２

警戒レベル

警戒レベル
４

3 全
員
避
難

高
齢
者
等
は

避
難

[ 警戒レベル❺]（市町村発令）は既に災害が発生している状況です。

！

高
齢
者
等
は

避
難
！

！

全
員
避
難
！
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月
日

【
内　
　

容　
（
場
所
・
出
席
者
・
参
加
者
）
※
議
席
順
】

４
月
２
日

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

４
月
４
日

第
22
回 
大
島
看
護
専
門
学
校 

入
学
式
（
荒
川
）

４
月
５
日

安
下
庄
・
秋
・
吉
浦
地
区
招
魂
祭
（
吉
村
、
田
中
、
中
本
）

４
月
６
日

日
良
居
地
区
招
魂
祭
（
平
野
）

４
月
７
日

大
島
護
国
神
社 

例
大
祭
（
久
保
、
荒
川
）

４
月
８
日

久
賀
、
三
蒲
、
明
新
、
沖
浦
、
森
野
、
城
山
、
島
中
、
浮
島
、

安
下
庄
小
学
校
入
学
式
（
地
元
議
員
）

〃

久
賀
、
大
島
、
東
和
、
安
下
庄
中
学
校 
入
学
式
（
地
元
議
員
）

４
月
12
日

随
時
監
査
・
定
期
監
査
（
尾
元
）

４
月
16
日

大
島
・
三
蒲
・
沖
浦
地
区
合
同
戦
没
者
慰
霊
法
要

（
藤
本
、
尾
元
、
久
保
、
荒
川
）

４
月
18
日

定
期
監
査
（
尾
元
）

４
月
19
日

周
防
大
島
町
小
中
学
校
長
会 

歓
送
迎
会
（
荒
川
）

４
月
24
日

大
島
郡
体
育
協
会 

平
成
30
年
度
収
支
決
算
に
係
る
会
計
監
査

（
久
保
）

４
月
25
日

例
月
現
金
出
納
検
査
・
定
期
監
査
（
尾
元
）

４
月
26
日

平
成
31
年
度 

第
１
回 

周
防
大
島
町
小
中
学
校
教
育
研
究
大
会

（
荒
川
）

４
月
27
日

岩
国
錦
帯
橋
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
増
築
棟
（
南
館
）
完
成
記
念

セ
レ
モ
ニ
ー
（
岩
国
市
…
荒
川
）

５
月
７
日

柳
井
地
区
広
域
市
町
議
会
議
長
会 

定
期
総
会
（
柳
井
市
…
荒
川
）

５
月
８
日

山
口
県
離
島
振
興
市
町
議
会
議
長
会 

平
成
30
年
度
事
業
決
算
監
査

（
山
口
市
…
荒
川
）

５
月
14
日

随
時
監
査
（
尾
元
）

５
月
15
日

岩
国
基
地
関
連
対
策
特
別
委
員
会

〃

議
会
運
営
委
員
会

５
月
25
日

第
35
回 

東
京
大
島
ふ
る
さ
と
会

（
東
京
都
…
久
保
、
荒
川
）

５
月
28
日

空
母
艦
載
機
移
駐
後
の
騒
音
の
検
証

結
果
等
を
踏
ま
え
た
国
へ
の
特
別
要

望
に
係
る
事
前
協
議
（
山
口
市
…
久
保
）

５
月
28
日

　

～
29
日

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修

会
（
東
京
都
…
小
田
、
荒
川
）

６
月
３
日
久
賀
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会
（
新
田
）

６
月
５
日

　

～
６
日

空
母
艦
載
機
移
駐
後
の
騒
音
の
検
証

結
果
等
を
踏
ま
え
た
国
へ
の
特
別
要
望
（
東
京
都
…
久
保
、
荒
川
）

６
月
７
日

議
会
運
営
委
員
会

〃

病
院
事
業
改
革
等
特
別
委
員
会

６
月
８
日

戦
艦
陸
奥
殉
難
将
兵 

慰
霊
祭
（
小
田
、
荒
川
）

６
月
10
日

第
１
回 

周
防
大
島
町
人
権
教
育
推
進
委
員
会
（
久
保
）

６
月
11
日

県
道
橘
東
和
線
道
路
改
良（
地
家
室
ト
ン
ネ
ル
）工
事 

安
全
祈
願
祭

（
荒
川
）

議
会
活
動
報
告
　

議
会
の
活
動
を
時
系
列
で
ご
報
告
し
ま
す
。
今
回
は
４
月
１
日
か
ら

６
月
30
日
ま
で
、
３
ヵ
月
間
の
活
動
報
告
と
な
り
ま
す
。

岩国基地関連対策特別委員会
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委
員
長	

新
山 

玄
雄

副
委
員
長	

藤
本 

淨
孝

委　

員	

新
田 

健
介

	

吉
村 　

忍

	

平
野 

和
生

	

松
井 

岑
雄

	
久
保 

雅
己

議 会 広 報
編集特別委員会

http：//www.town.suo-oshima.lg.jp
周防大島町ホームページ

　議会広報・議事録を
公開しています。議事
録は各図書館にも備え
ています。

６
月
13
日

第
２
回
定
例
会

（
本
会
議
）

〃

防
災
対
策
特
別
委
員
会

〃

総
務
文
教
常
任
委
員
会

〃

建
設
環
境
常
任
委
員
会

６
月
14
日

大
島
看
護
専
門
学
校 

第
21
回
戴
帽
式（
荒
川
）

６
月
19
日
例
月
現
金
出
納
検
査
・

決
算
審
査
（
尾
元
）

６
月
20
日

第
２
回
定
例
会

（
本
会
議
）

〃

議
会
運
営
委
員
会

６
月
21
日

第
２
回
定
例
会（
本
会
議
）

６
月
24
日

ア
ロ
ハ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
１
９
開
幕
セ
レ
モ
ニ
ー

（
荒
川
）

〃

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

６
月
26
日

例
月
現
金
出
納
検
査
・
決
算

審
査
（
尾
元
）

６
月
27
日

海
開
き
（
逗
子
ヶ
浜
、片
添
ヶ
浜

海
水
浴
場
…
新
山
、
小
田
）

６
月
28
日

例
月
現
金
出
納
検
査
・
決
算

審
査
（
尾
元
）

◆
第
15
回 

広
島
・
周
防
大
島
町
人
会

　
　

７
月
７
日 

㈰　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
（
広
島
市
）

　
　
　

出
席
予
定
者 

： 

藤
本
、
新
田
、
平
野
、
松
井
、
尾
元
、
小
田

◆
山
口
県
町
議
会
議
長
会
１
期
議
員
研
修
会

　
　

７
月
12
日 

㈮　

セ
ン
ト
コ
ア
山
口
（
山
口
市
）

　
　
　

演
題　

議
会
の
使
命
と
議
員
の
職
責

　
　
　

講
師　

元
山
口
県
議
会
事
務
局
審
議
監　

清
水
英
司
氏

　
　
　

参
加
予
定
者
： 

藤
本
、
新
田
、
吉
村

◆
第
20
回 

柳
井
地
区
広
域
市
町
議
会
議
員
研
修
会

　
　

７
月
25
日 

㈭　

 

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ 

ベ
ル
ゼ
（
柳
井
市
）

　
　
　

演
題　

議
会
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
の
活
用
に
つ
い
て

　
　
　

講
師　

東
京
イ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
㈱

◆
山
口
県
町
議
会
実
務
研
修
会

　
　

８
月
27
日 

㈫　

セ
ン
ト
コ
ア
山
口
（
山
口
市
）

◆
山
口
県
町
自
治
研
修
会

　
　

９
月
27
日 

㈮　

セ
ン
ト
コ
ア
山
口
（
山
口
市
）

環境生活部生活衛生課の審査

総務部財政課・産業建設部農林課の審査周防大島高校のみなさん「アロハフラ・島高」

＝  議 員 派 遣  ＝


